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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第３四半期連結
累計期間

第57期
第３四半期連結
累計期間

第56期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日
至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円）

（第３四半期連結会計期間）

132,854

(44,369)

133,182

(44,540)
183,481

経常利益（百万円） 5,717 4,210 9,422

四半期（当期）純利益（百万円）

（第３四半期連結会計期間）

2,723

(486)

2,297

(709)
4,012

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
2,718 2,297 4,023

純資産額（百万円） 75,637 77,057 76,942

総資産額（百万円） 128,964 133,882 136,277

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）

（第３四半期連結会計期間）

49.93

(8.93)

42.12

(13.02)
73.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 58.65 57.56 56.46

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5,069 5,868 10,161

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△4,218 △1,536 △4,674

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,437 △2,501 △2,548

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
25,009 31,358 29,536

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．当社は従来、物品販売のうち、顧客への納品を運送業者に委託する場合は、運送業者に物品を引渡した日を

もって売上高を認識する出荷引渡基準を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、顧客の検収

日をもって売上高を認識する検収基準に変更したため、第56期第３四半期連結累計期間及び第56期は、当該

会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。

　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間の連結業績（売上高・営業利益）

（金額単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

前年同期比

 金額 増減率

売上高 132,854  133,182  327 0.2％

営業利益 5,468 4.1％ 5,330 4.0％ △137 △2.5％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要や政策効果により、夏場にかけ

て景気回復の動きがみられました。しかしながら、秋以降、世界経済の減速を背景に、輸出・生産等が下降傾向とな

り、景気回復の動きが急速に弱まりました。

  

当社グループの主たる事業領域であるＩＴサポートサービス市場においては、業務効率化やＩＴコストの削減を

目的としたクラウド、仮想化、スマートデバイス関連サービスに加え、データセンター等を利用した事業継続やリス

ク管理対応サービスの分野においてニーズが高まりました。しかしながら、全体的には不透明な経済環境を背景と

したＩＴ投資の抑制が継続しています。

　

このような環境の中、当社グループはＣＳ（Customer Satisfaction：お客さま満足）とＣＳＲ（Corporate

Social Responsibility：企業の社会的責任）を経営の基軸とした事業運営を積極的に実践するとともに、サポー

トサービス事業の担い手である「ひと」を財産と捉え「人財」に対する投資・育成を充実し、堅実な事業遂行を図

り、さらに継続した費用構造改革を推進することで安定的な利益の創出を目指して活動してまいりました。

　

当第３四半期連結累計期間における売上高は、1,331億82百万円（前年同期比0.2%増）となりました。これは、主

に保守サービスでの自主契約促進活動による契約保守や販売パートナー連携等での増収に加え、運用サポートサー

ビスにおける自治体／医療案件の増加やシステム展開サービスで注力しているクラウド／仮想化・環境・セキュ

リティ／ネットワーク領域での増収、さらにサプライサービスでのインターネットショップ「い～るでぃんぐ」等

で増収したことによるものです。

　

営業利益は、53億30百万円（前年同期比2.5%減）となりました。これは、増収による増益はあったものの、新基幹

システムの導入に伴い償却費等が増加したことによるものです。

　

経常利益は、42億10百万円（前年同期比26.3%減）となりました。これは、営業利益の減少に加え、新基幹システム

の導入による初期費用の発生等により営業外費用が増加したことによるものです。

　

四半期純利益は、22億97百万円（前年同期比15.6%減）となりました。これは、経常利益の減益に加え、過年度法人

税等を計上したことによるものです。

　

なお、当社は第１四半期連結会計期間より売上計上基準を変更したため、前第３四半期連結累計期間の数値は、遡

及処理後の数値によっております。詳細は、「会計方針の変更」をご覧ください。
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　　セグメント別の業績は次のとおりです。

　　

[保守サービス]

（金額単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

 前年同期比

金額 増減率

売上高 70,183     68,629  △1,553 △2.2％

営業利益 12,07317.2％ 11,78417.2％ △289 　△2.4％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）

　

売上高は、注力している自主契約促進活動による契約保守や販売パートナー連携等で増収となりましたが、未契

約保守等で減収したことにより、686億29百万円（前年同期比2.2%減）となりました。

　

営業損益は、継続して取り組んでいる生産革新活動を中心とした原価低減活動（保守部材費・機材関連費用等）

の効果はあったものの、減収の影響により、117億84百万円の利益（前年同期比2.4%減）となりました。

　　

[システム展開サービス] 

（金額単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

 前年同期比

金額 増減率

売上高 19,607     20,251  644 3.3％

営業損失（△） △1,942△9.9％ △726 △3.6％ 1,215 －

（営業損失におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業損失は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）　

　　

売上高は、工事案件の減少に伴う減収はあったものの、大型案件の獲得とクラウド／仮想化、環境、セキュリ

ティ／ネットワークの全ての注力領域で増収したことにより、202億51百万円（前年同期比3.3%増）となりました。

　

営業損益は、増収による増益と営業活動の効率化で利益率が改善したことにより、前年同期比12億15百万円改善

の7億26百万円の損失となりました。

　

[サプライサービス] 

（金額単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

 前年同期比

金額 増減率

売上高 28,730     30,040  1,310 4.6％

営業利益　 315 1.1％ 254 0.9％ △61 △19.3％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）　

　

売上高は、前期に獲得した特需案件の反動による減収はあったものの、インターネットショップ「い～るでぃん

ぐ」を中心とした注力領域で増収したことにより、300億40百万円（前年同期比4.6%増）となりました。

　

営業損益は、増収による増益はあったものの、利益率が悪化したことにより、2億54百万円の利益（前年同期比

19.3%減）となりました。
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[運用サポートサービス]

（金額単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

 前年同期比

金額 増減率

売上高 14,333     14,260  △73 △0.5％

営業利益 1,132 7.9％ 1,279 9.0％ 147 　13.0％

（営業利益におけるパーセント表示は、売上高営業利益率）

（注：営業利益は、当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用控除前の数値です。）

　

売上高は、注力している運用支援サービスやヘルプデスクサービス等で自治体／医療の案件が増加し、増収と

なったものの、メディアサービスにおいて前期に獲得した特需案件の反動で減収したことにより、142億60百万円

（前年同期比0.5%減）となりました。

　

営業損益は、原価低減活動の効果で利益率が改善したことにより、12億79百万円の利益（前年同期比13.0%増）と

なりました。

　

(2）財政状態及びキャッシュ・フローの状況

①資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末における総資産は1,338億82百万円となり、前連結会計年度末に比べ23億95百万円

減少しました。現金及び現金同等物（現金及び預金、関係会社預け金）は18億21百万円増加しました。受取手形及び

売掛金は前連結会計年度末に計上した売上債権の回収などにより59億70百万円減少しました。たな卸資産は生産革

新活動による効率化などにより商品及び原材料は減少したものの、第４四半期以降の売上に係る仕掛品の増加によ

り13億98百万円増加しました。

負債は568億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ25億10百万円減少しました。これは主に、前連結会計年度

末に計上した仕入債務の支払いなどにより、支払手形及び買掛金が22億23百万円減少したことによるものです。

純資産は770億57百万円となり、前連結会計年度末に比べ1億15百万円増加しました。四半期純利益22億97百万円

を計上したことによる増加と利益配当金21億81百万円を計上したことによる減少により、利益剰余金は573億52百

万円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は57.6％となり、前連結会計年度末に比べ1.1ポイントの増加となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は313億58百万円となり、前

連結会計年度末に比べて18億21百万円増加しました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の営業活動により増加した資金は58億68百万円（前年同期比7億98百万円増）となり

ました。主な資金増加の内容は、税金等調整前四半期純利益42億10百万円や売上債権の減少59億70百万円等で、主な

資金減少の内容は、仕入債務の減少23億35百万円や法人税等の支払い36億59百万円等です。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の投資活動により減少した資金は15億36百万円（前年同期比26億82百万円減）となり

ました。主な資金減少の内容は、新基幹システムの開発等に伴う無形固定資産の取得による支出12億3百万円です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結累計期間の財務活動により減少した資金は25億1百万円（前年同期比63百万円増）となりまし

た。主な資金減少の内容は、配当金の支払い21億76百万円です。

　

なお、当社は第１四半期連結会計期間より売上計上基準を変更したため、前連結会計年度末及び前第３四半期連

結累計期間の数値は、遡及処理後の数値によっております。詳細は、「会計方針の変更」をご覧ください。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は43百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 188,560,000

計 188,560,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成25年１月29日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 54,540,000 54,540,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は、

100株でありま

す。

計 54,540,000 54,540,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 54,540,000 － 9,670 － 10,161

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、同日時点の株主名簿の記載内容を確認できな

いため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載を

しております。　

　

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　　　 600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　54,535,900 545,359 －

単元未満株式 普通株式　　　 3,500 － －

発行済株式総数 54,540,000 － －

総株主の議決権 － 545,359 －

 

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株式
数（株）

他人名義所有株式
数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ＮＥＣフィール

ディング株式会社

 

東京都港区三田一

丁目４番28号 
600 － 600 0.00

計 － 600 － 600 0.00

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第83条の３により、四半期連結会計期間に係る四半期連結損益及び包括利益計算書を

作成しております。

　また、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

ＮＥＣフィールディング株式会社(E05298)

四半期報告書

 9/26



１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,233 10,054

関係会社預け金 ※1
 21,303

※1
 21,303

受取手形及び売掛金 ※2
 39,951

※2
 33,980

商品及び製品 2,615 1,981

仕掛品 1,432 3,882

原材料及び貯蔵品 19,399 18,981

その他 8,965 9,229

貸倒引当金 △48 △44

流動資産合計 101,852 99,370

固定資産

有形固定資産 2,887 3,231

無形固定資産

のれん 49 －

その他 11,211 10,920

無形固定資産合計 11,260 10,920

投資その他の資産

前払年金費用 12,737 12,733

その他 7,710 7,770

貸倒引当金 △170 △143

投資その他の資産合計 20,277 20,360

固定資産合計 34,425 34,512

資産合計 136,277 133,882

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 20,171

※2
 17,948

未払法人税等 2,367 555

前受金 11,119 13,108

賞与引当金 4,855 2,782

役員賞与引当金 17 9

ポイント引当金 15 9

工事損失引当金 1 34

その他 4,236 5,350

流動負債合計 42,785 39,798

固定負債

退職給付引当金 15,746 15,741

資産除去債務 145 146

その他 658 1,137

固定負債合計 16,550 17,026

負債合計 59,335 56,824
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 9,670 9,670

資本剰余金 10,161 10,161

利益剰余金 57,237 57,352

自己株式 △1 △1

株主資本合計 77,067 77,182

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △99 △89

為替換算調整勘定 △25 △35

その他の包括利益累計額合計 △125 △124

純資産合計 76,942 77,057

負債純資産合計 136,277 133,882
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 132,854 133,182

売上原価 109,178 110,168

売上総利益 23,676 23,013

販売費及び一般管理費 ※1
 18,207

※1
 17,682

営業利益 5,468 5,330

営業外収益

受取利息 45 52

受取配当金 1 1

保険配当金 148 135

その他 149 74

営業外収益合計 344 263

営業外費用

支払利息 14 15

固定資産廃棄損 19 57

為替差損 10 11

システム移行費用 － 1,192

休止固定資産減価償却費 47 16

その他 3 90

営業外費用合計 95 1,383

経常利益 5,717 4,210

特別損失

災害による損失 ※2
 80 －

特別損失合計 80 －

税金等調整前四半期純利益 5,636 4,210

法人税等 2,913 1,913

四半期純利益 2,723 2,297

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1 9

為替換算調整勘定 △2 △9

その他の包括利益合計 △4 0

四半期包括利益 2,718 2,297

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,718 2,297

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 44,369 44,540

売上原価 36,454 36,719

売上総利益 7,915 7,820

販売費及び一般管理費 ※1
 6,057

※1
 6,102

営業利益 1,857 1,718

営業外収益

受取利息 15 18

受取保険金 12 1

保険事務手数料 11 11

その他 8 11

営業外収益合計 47 41

営業外費用

支払利息 4 5

固定資産廃棄損 3 45

為替差損 1 1

システム移行費用 － 459

休止固定資産減価償却費 15 3

その他 0 21

営業外費用合計 25 536

経常利益 1,879 1,223

特別損失

災害による損失 ※2
 12 －

特別損失合計 12 －

税金等調整前四半期純利益 1,867 1,223

法人税等 1,380 513

四半期純利益 486 709

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18 5

為替換算調整勘定 △3 △2

その他の包括利益合計 △22 3

四半期包括利益 464 713

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 464 713

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,636 4,210

減価償却費 1,614 2,028

のれん償却額 147 49

貸倒引当金の増減額（△は減少） △155 △31

賞与引当金の増減額（△は減少） △2,526 △2,073

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △8 △7

退職給付引当金の増減額（△は減少） △119 △4

ポイント引当金の増減額（△は減少） 5 △6

工事損失引当金の増減額（△は減少） 13 33

受取利息及び受取配当金 △46 △53

支払利息 14 15

有形固定資産廃棄損 20 57

有形固定資産売却損益（△は益） △12 △0

無形固定資産廃棄損 0 －

システム移行費用 － 1,192

災害損失 80 －

売上債権の増減額（△は増加） 5,502 5,970

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,537 △1,398

前払年金費用の増減額（△は増加） △16 3

その他の資産の増減額（△は増加） △247 △244

仕入債務の増減額（△は減少） △1,331 △2,335

未払費用の増減額（△は減少） 361 387

未払事業税の増減額（△は減少） △72 △64

未払消費税等の増減額（△は減少） △10 △99

前受金の増減額（△は減少） 827 1,988

その他の負債の増減額（△は減少） 828 854

その他 － 1

小計 8,967 10,475

利息及び配当金の受取額 43 50

利息の支払額 △14 △15

災害損失の支払額 △111 －

システム移行費用の支払額 － △983

法人税等の支払額 △3,815 △3,659

法人税等の還付額 0 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,069 5,868
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △516 △243

有形固定資産の売却による収入 35 0

無形固定資産の取得による支出 △3,723 △1,203

その他 △14 △89

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,218 △1,536

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 － △0

リース債務の返済による支出 △281 △306

配当金の支払額 △2,175 △2,176

その他 18 △18

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,437 △2,501

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,590 1,821

現金及び現金同等物の期首残高 26,599 29,536

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 25,009

※
 31,358
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【会計方針の変更】

（売上計上基準の変更）

　当社は従来、物品販売のうち、顧客への納品を運送業者に委託する場合は、運送業者に物品を引渡した日をもって

売上高を認識する出荷引渡基準を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、顧客の検収日をもって売

上高を認識する検収基準に変更しました。

　この変更は、収益認識の時点に関してより客観性、確実性の高い検収基準に変更し、物品販売に係る契約の実態を

より適切に財務諸表に表示することを目的としたものであります。検収基準に基づいて売上高を認識するための

当社管理システム上の整備が完了したことから、第１四半期連結会計期間より変更することと致しました。

　当該会計方針の変更は遡及適用され、前第３四半期連結累計期間、前第３四半期連結会計期間及び前連結会計年

度については、適用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。

　この結果、遡及適用を行う前と比較した前第３四半期連結累計期間の売上高、営業利益、経常利益及び税金等調整

前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

  

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　前連結会計年度及び当第３四半期連結会計期間の「関係会社預け金」は日本電気㈱グループの資金効率向上をは

かるための資金集中管理システムの前連結会計年度末及び当第３四半期連結会計期間末残高であります。　

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結

会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 360百万円 301百万円

支払手形 119 128
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（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

(1）給料手当 9,586百万円 8,574百万円

(2）賞与引当金繰入額 628 623

(3）退職給付費用 539 504

　

※２　前第３四半期連結累計期間の災害による損失は平成23年３月11日に発生した東日本大震災によるもので、主な内

訳は以下のとおりであります。

　　　　原状回復費用等　　　　　　　 58百万円

　　　　現地支援費用等　　　　　　　 23百万円

　　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日）

(1）給料手当 2,711百万円 2,681百万円

(2）賞与引当金繰入額 628 623

(3）退職給付費用 170 168

　

※２　前第３四半期連結会計期間の災害による損失は平成23年３月11日に発生した東日本大震災によるもので、主な内

訳は以下のとおりであります。

　　　　原状回復費用等　　　　　　　 11百万円

　

　　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおり

であります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）　

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）　

現金及び預金勘定 8,306百万円 10,054百万円

関係会社預け金 16,703 21,303

現金及び現金同等物 25,009 31,358
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

(1) 配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年５月17日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成23年３月31日 平成23年５月31日利益剰余金

平成23年10月26日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成23年９月30日 平成23年12月１日利益剰余金

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

(1) 配当金支払額

　
　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成24年５月15日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成24年３月31日 平成24年５月31日利益剰余金

平成24年10月26日

取締役会
普通株式 1,090 20 平成24年９月30日 平成24年11月30日利益剰余金

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展開
サービス

サプライ
サービス　

運用サポート
サービス

売上高   　   

外部顧客への売上高 70,183 19,607 28,730　 14,333 132,854
セグメント間の内部売上高
又は振替高

1 － 4　 － 5

計 70,184 19,607 28,735　 14,333 132,860

セグメント利益又は損失

（△）
12,073 △1,942 315　 1,132 11,579

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差

額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 11,579　

全社費用（注） △6,111　

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
5,468　

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用でありま

す。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。　
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展開
サービス

サプライ
サービス　

運用サポート
サービス

売上高   　   

外部顧客への売上高 68,629 20,251 30,040　 14,260 133,182
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 0 6　 － 6

計 68,630 20,251 30,046　 14,260 133,188

セグメント利益又は損失

（△）
11,784 △726 254　 1,279 12,592

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 12,592　

全社費用（注） △7,261　

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
5,330　

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用でありま

す。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更）　

　　「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より売上計上基準を変更しております。　　　

　　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、売上計上基準の変更後（遡及処理後）の会計方針に基づき

作成しております。　
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Ⅲ　　前第３四半期連結会計期間（自平成23年10月１日　至平成23年12月31日）　 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展開
サービス

サプライ
サービス　

運用サポート
サービス

売上高   　   

外部顧客への売上高 23,285 6,746 9,481　 4,856 44,369
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 1　 － 1

計 23,285 6,746 9,482　 4,856 44,371

セグメント利益又は損失

（△）
4,251 △589 3　 339 4,005

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 4,005　

全社費用（注） △2,148　

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
1,857　

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用でありま

す。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅳ　　当第３四半期連結会計期間（自平成24年10月１日　至平成24年12月31日）　 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　（単位：百万円）

 
報告セグメント

合計
保守サービス

システム展開
サービス

サプライ
サービス　

運用サポート
サービス

売上高   　   

外部顧客への売上高 22,671 6,799 10,545　 4,524 44,540
セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 0 1　 － 2

計 22,671 6,799 10,547　 4,524 44,542

セグメント利益又は損失

（△）
3,896 △184 79　 340 4,131

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 4,131　

全社費用（注） △2,413　

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
1,718　

（注）全社費用は、報告セグメントに帰属しない当社の総務部門・経理部門等の一般管理部門に係る費用でありま

す。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（事業セグメントの利益又は損失の算定方法の重要な変更）　

　　「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より売上計上基準を変更しております。　　　

　　なお、前第３四半期連結会計期間のセグメント情報は、売上計上基準の変更後（遡及処理後）の会計方針に基づき

作成しております。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 49円93銭 42円12銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 2,723 2,297

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,723 2,297

普通株式の期中平均株式数（千株） 54,539 54,539

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　　２．当社は第１四半期連結会計期間より、売上計上基準の変更を行っているため、前第３四半期連結累計期間の１株

当たり四半期純利益金額は、当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。　 

　

　

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成24年10月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 8円93銭 13円02銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（百万円） 486 709

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 486 709

普通株式の期中平均株式数（千株） 54,539 54,539

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は第１四半期連結会計期間より、売上計上基準の変更を行っているため、前第３四半期連結会計期間の

１株当たり四半期純利益金額は、当該会計方針の変更を反映した遡及適用後の数値を記載しております。　 

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 
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２【その他】

　平成24年10月26日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………1,090百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………20円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成24年11月30日

　（注）　平成24年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行っております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年１月29日

ＮＥＣフィールディング株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　茂夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 浜田　　康　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 構　　康二　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＮＥＣフィール

ディング株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年

10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ

・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＮＥＣフィールディング株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現

在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期

連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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